
1937 21,25 May 

昭和 12年 5月 報道「第 15回春陽展 名古屋展」 名古屋新聞 
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【
写
真
は
小
杉
放
庵
氏
作
《
椿
》】 

第
十
五
回 

春
陽
会
展 

 
 
 
 
 

明
廿
二
日
か
ら
九
日
間 

名
古
屋
新
聞
大
画
廊 

 

わ
が
画
壇
の
最
高
権
威
の
一
つ
、
春
陽
会
展
の
名
古
屋
公
開
は
わ
が
社
の
主
催
に
よ

り
廿
二
日
か
ら
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
。
独
自
の
画
境
い
ま
や
大
風
格
を
具
へ
る

に
至
つ
た
。
小
杉
放
庵
氏
を
始
め
、
石
井
鶴
三
、
倉
田
三
郎
、
木
村
荘
八
、
中
川
一
政
、

倉
田
白
羊
、
そ
の
他
美
術
界
の
代
表
的
作
家
の
力
作
は
絢
爛
と
し
て
集
成
さ
れ
、
こ
れ

ぞ
初
夏
の
中
央
に
咲
き
出
た
る
豪
華
な
る
芸
術
の
花
園
と
も
い
ふ
べ
き
で
あ
る
。 

（『
名
古
屋
新
聞
』 

昭
和
十
二
年
五
月
二
十
一
日
付
） 

 

 

 

 

春
陽
会
展 

 
 
 
 
 

沸
く
人
気
堂
々
蓋
あ
け 

  

本
社
南
館
大
画
廊
の
本
社
主
催
、
第
十
五
回
春
陽
会
展
は
待
望
の
う
ち
に
二
十
二
日

堂
々
と
蓋
あ
け
し
た
。
流
石
に
小
杉
放
庵
、
石
井
鶴
三
両
画
伯
の
名
品
な
ど
入
場
者
の

す
べ
て
を
甘
美
な
芸
術
境
へ
誘
ひ
こ
ま
ず
に
は
や
ま
な
い
。 

（『
名
古
屋
新
聞
』 

昭
和
十
二
年
五
月
二
十
五
日
付
） 

 


